
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体内部に、空気中の水分を吸着する除湿ローターと、前記除湿ローターを回転させる
駆動モーターと、前記除湿ローターから水分を放出させる発熱ユニットと、この発熱ユニ
ットにより前記除湿ローターから放出された高温高湿空気を結露させる熱交換器と、前記
熱交換器を通過した高温高湿空気を 記発熱ユニットに戻すダクトと、前記発熱ユニット
、除湿ローター、熱交換器、ダクトの順序に通過する空気を閉循環させる第１送風ファン
と、前記熱交換器を冷却するとともに前記除湿ローターに水分を吸着させて前記本体に設
けた吹出口から乾燥空気を送出する第２送風ファンとを具備し、前記発熱ユニットは、ヒ
ーターボックス内に固定されるヒーターユニットと、前記ヒーターボックスに設けた開孔
部と、一部に鍔部を形成した筒状の碍子と、前記ヒーターユニットから延設したヒーター
線と接続するリード線と、このヒーター線およびリード線を覆う絶縁チューブとを有し、
前記碍子を前記開孔部に嵌入して前記鍔部にて係止し、前記筒状の碍子が有する中央穴部
に前記ヒーター線および前記リード線を貫通するとともに、前記絶縁チューブの一端を前
記中央穴部を覆うように前記碍子に当接し、固定具にて前記絶縁チューブの他端を前記リ
ード線に圧接することを特徴とする除湿機。
【請求項２】
　碍子の他端に凹部を形成し、この凹部に絶縁チューブの一端が嵌入してなる請求項１記
載の除湿機。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、室内空気を除湿するデシカント方式の除湿機に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、この種の除湿機は、図６～図８に示すものが一般的であった。
【０００３】
　以下、その除湿機について図を参照しながら説明する。
【０００４】
　図に示すように、本体１０１内部に、駆動モーター１０２により回転される空気中の水
分を吸脱着するための除湿ローター１０３と、この除湿ローター１０３を加熱する発熱ユ
ニット１０４を設け、発熱ユニット１０４はヒーター線１０４ａを備えている。ヒーター
線１０４ａで加熱された除湿ローター１０３は高温高湿空気を放出し、この高温高湿空気
は熱交換器１０５と、サブ熱交換器１０６を通るときに結露水を生成し、この結露水は排
水タンク１０９に流れ込む。また、除湿ローター１０３から熱交換器１０５、サブ熱交換
器１０６、発熱ユニット１０４に戻る閉循環経路ａに空気を通風する第１の送風ファン１
０７を設け、本体１０１内に室内空気を吸込み、乾燥空気を排出する通風路ｂに第２の送
風ファン１０８を設けている。
【０００５】
　前記発熱ユニット１０４は外郭であるヒーターボックス１０４ｂと、内部に異常温度上
昇に対する安全性を確保するための第一段の保護装置であるヒーターサーミスタ１１０と
、第二段の保護装置である温度ヒューズ１１１を備えている。ヒーター線１０４ａは金属
製のヒーターボックス１０４ｂの開孔部に挿入された筒状碍子１１２を通して外部に導出
され、絶縁チューブ１１３で覆われている。発熱ユニット１０４からの空気漏れによる除
湿能力の低下を防止するために、碍子１１２の中央穴部と絶縁チューブ１１３端にシリコ
ンボンド１１４を塗布した構成となっている。また、ヒーターサーミスタ１１０などのリ
ード線をヒーターボックス１０４ｂ内から導出する場合も同一構成であり、碍子と絶縁チ
ューブにシリコンボンドを塗布して空気漏れを防ぐものであった。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　このような従来の除湿機に使用される発熱ユニットは、熱効率の低下を防止するために
、発熱ユニットの複数の穴に後作業でシリコンボンドを塗布しているが、シリコンボンド
が完全に硬化するまでの時間がかかり、硬化するまでは触ることが出来ず、塗布量の管理
も難しく、シリコンボンド自体のコストが高いという課題があり、短時間の簡単な作業で
高価な材料を使用することなく、ヒーターボックスの開孔部または碍子の中央穴部の空気
漏れを防止することが要求されている。
【０００８】
　本発明は、このような従来の課題を解決するものであり、組立が容易でコストを掛けず
にヒーターボックスの開孔部または碍子の中央穴部からの空気漏れを防ぎ、またヒーター
ボックスへの異常温度検出手段の着脱が容易で空気漏れを生じない除湿機を提供すること
を目的としている。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明の除湿機は上記目的を達成するために、本体内部に、空気中の水分を吸着する除
湿ローターと、前記除湿ローターを回転させる駆動モーターと、前記除湿ローターから水
分を放出させる発熱ユニットと、この発熱ユニットにより前記除湿ローターから放出され
た高温高湿空気を結露させる熱交換器と、前記熱交換器を通過した高温高湿空気を 記発
熱ユニットに戻すダクトと、前記発熱ユニット、除湿ローター、熱交換器、ダクトの順序
に通過する空気を閉循環させる第１送風ファンと、前記熱交換器を冷却するとともに前記
除湿ローターに水分を吸着させて 吹出口から乾燥空気を送出する第２送
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風ファン を し、前記発熱ユニットは

前記碍子

ものである。
【００１０】
　本発明によれば、組立が容易でコストを掛けずにヒーターボックスの開孔部からの空気
漏れを防ぐことのできる除湿機が得られる。
【００１１】
　また他の手段は、碍子の他端に凹部を形成し、この凹部に絶縁チューブの一端が嵌入す
るようにしたものである。
【００１２】
　本発明によれば、組立が容易でコストを掛けずに碍子中央穴部からの空気漏れを防ぐこ
とのできる除湿機が得られる。
【００１５】
【発明の実施の形態】
　本発明は、本体内部に、空気中の水分を吸着する除湿ローターと、前記除湿ローターを
回転させる駆動モーターと、前記除湿ローターから水分を放出させる発熱ユニットと、こ
の発熱ユニットにより前記除湿ローターから放出された高温高湿空気を結露させる熱交換
器と、前記熱交換器を通過した高温高湿空気を 記発熱ユニットに戻すダクトと、前記発
熱ユニット、除湿ローター、熱交換器、ダクトの順序に通過する空気を閉循環させる第１
送風ファンと、前記熱交換器を冷却するとともに前記除湿ローターに水分を吸着させて

吹出口から乾燥空気を送出する第２送風ファン を し、前記発熱ユニ
ットは

前記碍子

ことにより、ヒーターボックス、碍子、絶縁チューブの各部
品相互が圧接状態で維持され、密着性および気密性が向上して空気漏れを防止できるとい
う作用を有する。
【００１６】
　また、碍子の他端に凹部を形成し、この凹部に絶縁チューブの一端が嵌入するようにし
たことにより、碍子と絶縁チューブ間の密着性および気密性が更に向上して空気漏れを防
止できるという作用を有する。
【００１８】
【実施例】
　（実施例１）
　本実施例の全体構成は従来例とほぼ同一であり、同一構成のものは詳細な説明を省略す
る。
【００１９】
　図１～図３に示すように、本体１内には空気中の水分を吸着する除湿ローター２と、駆
動モーター３と、発熱ユニット４と、熱交換器５と、高温高湿空気を発熱ユニット４に戻
すダクト５ａを内蔵している。第１送風ファン７により発熱ユニット４、除湿ローター２
、熱交換器５、ダクト６の順序に通過する空気を閉循環させる閉循環風路ａと、第２送風
ファン８により熱交換器５を冷却するとともに除湿ローター２に水分を吸着させて吹出口
から乾燥空気を送出する風路ｂを形成している。なお閉循環風路ａにおいて、熱交換器５
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内で生じた結露水は排水タンク９に貯えるようになっている。
【００２０】
　また、発熱ユニット４のヒーターボックス１０内部に、ヒーター線１１を支持板に巻き
付けたヒーターユニット１１Ａを有している。ヒーターボックス１０にヒーター線１１を
通すための内側に絞り加工した開孔部１０ｂを設け、中心に中央穴部１４ｄを開孔し外側
に鍔部１４ａを付設した碍子１４を開孔部１０ｂに挿入し、ヒーター線１１を中央穴部１
４ｄに通して、ヒーターボックス１０より導出しヒーター線１１の先端にリード線２１を
圧着端子で接続している。ヒーター線１１とリード線２１を絶縁チューブ１５で覆い、絶
縁チューブ１５の一端を碍子１４の表面に当接し、インシュロックタイ１６を絶縁チュー
ブ１５の他端に圧接させつつ、リード線２１に巻き付け固定している。
【００２１】
　上記構成において、インシュロックタイ１６によって絶縁チューブ１５を動かないよう
に拘束することで、絶縁チューブ１５は碍子１４をヒーターボックス１０に押圧すること
になり、ヒーターボックス１０の表面１０ａと碍子１４の鍔部１４ａ、およびヒーターボ
ックス１０の開孔部１０ｂと碍子１４の側面１４ｂがそれぞれ密着して空気漏れを防止で
きる。すなわち組立が容易で高価な材料を使わずにヒーターボックス１０の開孔部１０ｂ
から空気が漏れるのを防止することができ、除湿ローター２の除湿能力を維持しつつ、製
造コストを低減することができる。
【００２２】
　（実施例２）
　図２～図４に示すように、碍子１７の鍔部１７ａの上端面に円筒状の凹部１７ｃを形成
し、凹部１７ｃの内径は絶縁チューブ１５の一端が嵌入できる寸法関係となっている。そ
してインシュロックタイ１６で固定されるとき、絶縁チューブ１５の一端は碍子１７の凹
部１７ｃに嵌入した状態としている。なお、碍子１７の中心には凹部１７ｃの底面に中央
穴部１７ｄが開孔している。
【００２３】
　上記構成において、インシュロックタイ１６によって絶縁チューブ１５を凹部１７ｃに
嵌入して固定することで、碍子１７との密着性が確保される。したがって、碍子１７の中
央穴部１７ｄを通して碍子１７の鍔部１７ａと絶縁チューブ１５の間から漏れようとする
ヒーターボックス１０内の熱気は、碍子１７の凹部１７ｃに嵌入した絶縁チューブ１５に
阻れ、ヒーターボックス１０の外へ漏れ出ることはない。したがって組立が容易で高価な
材料を使うことなく、碍子１７の中央穴部１７ｄからヒーターボックス内の空気が漏れる
のを防止することができ、除湿ローター２除湿能力を維持しつつ製造コストを低減するこ
とができる。
【００２４】
　（ ）
　図２、図３および図５に示すように、発熱ユニット４のヒーターボックス１０には温度
ヒューズ１３の外形より小なる寸法の長穴部１８と、ヒーターサーミスタ１２の外形より
小なる寸法の長穴部１９を形成している。ヒーターボックス１０の外側から温度ヒューズ
１３を長穴部１８に合わせて置き、ヒーターサーミスタ１２を長穴部１９に合わせて置き
、さらに固定板２０でネジ止めすることにより密着して固定できる構成としている。また
、温度ヒューズ１３とヒーターサーミスタ１２のリード線１３ａ、１２ａはヒーターボッ
クス１０の外側でそのまま結線できるようになっている。
【００２５】
　上記構成において、温度ヒューズ１３は長穴部１８の上に置かれ、ヒーターサーミスタ
１２は長穴部１９の上に置かれ、固定板２０によりほぼ完全に密着されるため長穴部１８
、１９からの空気漏れを防止できる。また、温度ヒューズ１３とヒーターサーミスタ１２
の着脱はヒーターボックス１０の外側から固定板２０の着脱のみにより容易に行うことが
できる。したがって、温度ヒューズ１３などの着脱が容易に行えるとともに、簡単な構造
でヒーターボックス１０から空気が漏れるのを防止でき、リード線処理もヒーターボック
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ス１０の外側で行うため、空気漏れの対策を施す必要がなくなる。
【００２６】
【発明の効果】
　以上の実施例から明らかなように、本体内部に、空気中の水分を吸着する除湿ローター
と、前記除湿ローターを回転させる駆動モーターと、前記除湿ローターから水分を放出さ
せる発熱ユニットと、この発熱ユニットにより前記除湿ローターから放出された高温高湿
空気を結露させる熱交換器と、前記熱交換器を通過した高温高湿空気を 記発熱ユニット
に戻すダクトと、前記発熱ユニット、除湿ローター、熱交換器、ダクトの順序に通過する
空気を閉循環させる第１送風ファンと、前記熱交換器を冷却するとともに前記除湿ロータ
ーに水分を吸着させて 吹出口から乾燥空気を送出する第２送風ファン
を し、前記発熱ユニットは

前記碍子

ことにより、ヒーターボックスの開
孔部の気密性が向上して空気漏れを防止でき、除湿能力を維持しつつ製造コスト低減でき
る効果のある除湿機を提供できる。
【００２７】
　また、碍子の他端に凹部を形成し、この凹部に絶縁チューブの一端が嵌入するようにし
たことにより、碍子の中央穴部の気密性が向上して空気漏れを防止でき、除湿能力を維持
しつつ製造コストを低減できる効果のある除湿機を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施例１の除湿機の発熱ユニットの要部断面図
【図２】　同実施例１ の除湿機の構成図
【図３】　同実施例１ のヒーターボックスの外観図
【図４】　同実施例２の発熱ユニットの要部断面図
【図５】　同 の温度ヒューズなど取付前のヒーターボックスの外観図
【図６】　従来の除湿機の構成図
【図７】　同除湿機の発熱ユニットの内部平面図
【図８】　同除湿機の発熱ユニットの要部断面図
【符号の説明】
　１　　　　　本体
　２　　　　　除湿ローター
　３　　　　　駆動モーター
　４　　　　　発熱ユニット
　５　　　　　熱交換器
　６　　　　　ダクト
　７　　　　　第１送風ファン
　８　　　　　第２送風ファン
　１０　　　　ヒーターボックス
　１０ｂ　　　開孔部
　１１　　　　ヒーター線
　１１Ａ　　　ヒーターユニット
　１２　　　　ヒーターサーミスタ（異常温度検出手段）
　１３　　　　温度ヒューズ（異常温度検出手段）
　１４　　　　碍子
　１４ａ　　　鍔部
　１４ｄ　　　中央穴部
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、２および参考例１
、２および参考例１

参考例１



　１５　　　　絶縁チューブ
　１６　　　　インシュロックタイ（固定具）
　１７　　　　碍子
　１７ａ　　　鍔部
　１７ｃ　　　凹部
　１７ｄ　　　中央穴部
　１８　　　　長穴部（穴部）
　１９　　　　長穴部（穴部）
　２０　　　　固定板
　２１　　　　リード線 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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